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はじめに 

音楽には，人間を覚醒する力があります。また人間同士を結び付ける力を持っています。

東日本大震災は，日本だけでなく，世界の人々との絆を改めて実感することとなりました

が，ソフトパワーが求められる時代にあって，民族を越え，国境を越え結び合える力を持

つ，「音楽文化のチカラ」を，文化として止揚し，大衆化・社会化を図ることは，今後の行

政施策推進においても大きな課題だと，議員活動の中で常々感じていました。 

1955年生まれの私は，小学校後半から高校，そして大学に至る中で，あらゆるジャンル

の洋楽を通じて，意識するとしないとに関わらず，音楽を生活の一部として捉え，こよな

く音楽を愛してきたと思っています。楽器を少しばかりたしなむことから始まった私の音

楽文化は，その後，今日まで，カントリー，ジャズ，ブルース，ロック，民族音楽，ブル

ーグラス等，多くの音楽ジャンルに巡り合ってきました。そうした中で，「人間生活と音楽」，

「地域や都市と音楽」の関係性やあり方等について，政治に携わる立場で，調査活動を行

い，政策提言ができないものかと，自問していたところ，その機会を得ることが出来，調

査研究を行うこととなった次第です。 

 本調査研究は，京都というまち，京都が音楽文化の振興にどう努めてきたかという，戦

後の京都における音楽文化の歴史を振り返り，都市文化や文化行政の中での音楽文化とそ

の社会的機能を捉えなおす中から，文化芸術都市を標榜する京都市の将来において，音楽

文化が果たす創造的役割について総合的に考察することを目的としたものです。特に，戦

後の音楽文化に力点を置いたのは，本源的な音楽文化論を論じれば，壮大な歴史的経緯等

に言及しなければならず，文明論的な展開も余儀なくされることから，時々変化する時代

の中で，今後の京都の音楽文化の振興策を模索するためには，できるだけ大衆の音楽文化

に力点を置くことが，不可欠であると考えたからです。とともに，音楽がある意味，大衆

化していったのは，紛れもなく1945年終戦後からであると言えるからです。 

 また，本調査研究は，音楽文化とそれをめぐる都市や行政との関わりについての諸課題

を他都市の例から明らかにするとともに，3名の学識経験者の意見を聴取しながら，音楽文

化を基軸とした将来の京都市の文化芸術振興や，音楽文化によるまちづくり施策立案の基

礎資料として，京都市政に提言するものです。 

 京都市では，待望久しかった京都会館の建て替えが間近となり，いよいよ音楽の殿堂が

岡崎地域に，建設されることになりました。いい音楽を根付かせるには，一流の演奏（音

楽家），一流のホール，そして一流の聴衆（大衆）の3つがあって成り立つものだと言われ

ています。 
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「まちづくり施策」と言っても，音楽ホールを新たにつくるべしといった，ありがちな

大袈裟なことを言うのではありません。「人と人をつなぐメディアとしての音楽」という基

本的な視点から，どこまでも大衆に力点を置き，音楽文化が根付く「音楽コミュニティ」

を創造するために，提言を行おうとするものです。 

しかし，ますますボーダレス化する世界，情報化のスピードの加速，長寿化等の時代社

会の変化とともに，音楽文化の質も変化してくることが予想されます。多文化が共生する

多様な文化が織りなす京都における音楽文化の調査研究としては，今後さらに調査研究を

進める多くの課題も浮き彫りになってくるものと考えており，その意味では，今回の提言

は，1st Stage とさせていただいています。 
願わくばこの提言が，今後の京都市政，京都市の音楽文化振興行政の基礎資料としてお

役立ていただければ幸いです。 

 ヒアリング調査に応じていただいた 3名の学識経験者の先生方，また調査取りまとめに

ご協力いただいた株式会社シィー・ディー・アイに改めてお礼申し上げます。 

 

京都市会議員 大道 義知 
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１ 京都における音楽文化の戦後史 

若者が音楽文化を創造した60年代 

 1960年代から1970年代にかけての京都は，若者の音楽文化の「メッカ」と言われていま

した。東京や大阪といった大都市では，若者の音楽活動――それは，ギターやその他の楽

器を弾いたり奏でたり，バンドを組んでコンサートを開いたり，またレコードを聴くこと

も含めて広く「音楽活動」と考えます――が盛んではありましたが，特に大学の多い京都

には大学生が多く独自の音楽活動が盛んで，全国の若い世代に発信する若者文化の担い手

としての位置を確保していました。本来保守的と言われていた京都の地に，既存の体制に

対する若者の自由な発想が拒否されることなく，両者が融合し合い，自由闊達な風潮の中

に，独特の若者音楽文化が創造されました。 

若者たちに受け入れられたのは，フォークやロック，ジャズといったジャンルの音楽で

した。やがて高度成長期が終わり，若者の意識の変化や音楽メディアの多様化，大学の郊

外移転など，さまざまな要因が重なって，音楽文化にとって京都というまちの独自性や必

然性は失われていきますが，日本社会の激動期に音楽が京都という「まちの活力」の象徴

になっていたと言えます。 

 クラシック音楽に関しても，京都は他都市に誇れる戦後の歴史を持っています。ここか

ら日本の文化状況を補足しつつ年表「戦後京都の音楽文化史」(章末)を見ながら振り返り

ます。 

多目的ホールから音楽専用ホールへ 

京都は，戦後いち早く音楽団を結成し，また公立高校に音楽課程を開設しました(昭和23

年)。その音楽専攻科が市立の音楽短大として開校します(同 27年)。さらに日本で唯一の

自治体直営による京都市交響楽団が誕生します(同 31年)。また，音楽短大は昭和 44年に

京都市立芸術大学に統合されて音楽学部となっています。そのころから文化行政が一般化

して音楽文化の振興が行政の手によってなされるようになるなど，あくまでクラシック・

西洋音楽重視ではありましたが，徐々に音楽文化全体を振興する気運が生まれました。 

 全国の自治体に文化行政が盛んに叫ばれ，その一環として音楽文化を振興しようという

機運が高まり，現在あるような音楽ホールが建てられるようになるのは，もう少し後の時

代，1980年代になります。それまでにも「文化会館」と称する多目的なホールは全国津々

浦々にひと通り建設され，そこでコンサートや音楽会が演劇など他のジャンルの催しとと

もに催されてはいました。京都も1960(昭和35)年，他の自治体に先駆けて京都会館をすで
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に開館していました。しかし，京都会館も含めて「多目的」であることが「文化的」でな

く，「音も良くない」等と否定的に捉えられる一般的な風潮から，やがて全国では音楽(特

にクラシック)や演劇に特化した専用ホールが作られ，それをまちの活性化に結びつけよう

という動きが広がるようになります。やがてその現象は「ホールインフレ」と揶揄される

ようになり，ソフト(演し物)のことを手当てしないまま開館し，ソフト不足のまま莫大な

施設維持費だけがかかってしまうという事態に立ち至ります。 

ホールによる「舞台」の提供 

 京都では，平成 7(1995)年，本格的な音楽ホール，京都コンサートホールが開館します。

それまで京都にはあまり「音のいいホールがない」と言われ，特にクラシックファンは大

阪の民間の音楽ホールに出向かねばなりませんでしたが，地元で生のいい音を聴けるよう

になったわけです。市内では前後して「中規模文化圏の文化会館整備構想」が実現に移さ

れ，東部文化会館や呉竹文化センター，西・北文化会館等，地域文化会館が着々と整備さ

れて，地元でも身近に芸術に触れる機会を市民に提供することが可能になりました。 

 また，2000(平成 12)年に小学校跡を改築して整備された京都芸術センターも特筆に値す

る文化施設と言えます。音楽だけでなく美術や舞台芸術，伝統芸能等も含めたジャンルの

活動の場ですが，晴れの舞台としてだけでなく，何よりアマチュアでありながらまだプロ

には至っていない「発展途上の」アーティストの恒常的なスキルアップを支える練習場と

して重要な機能を果たしています。 

こうして京都市内に整備されたハード施設は，さまざまな音楽イベントの会場となって

きました。京響のコンサートを始め，青少年ブラスコンサート，ナイターコンサートから，

「京都の秋 音楽祭」，京都文化祭典，京都国際舞台芸術祭など，プロからアマチュアに至

るまでのさまざまなイベントの「舞台」を提供してきました。 

薪能，狂言，邦楽 

 邦楽についても不完全ながら主な戦後の出来事を年表にしました。 

後のヒアリングでも指摘されているように，かつて京都は「邦楽の聖地」と言われ，戦

前から連綿とした歴史があるのですが，とりあえず戦後を見てみることにします。『京都市

文化政策の歴史』は伝統芸能系の歴史を「京都薪能」「市民狂言会」「市民寄席」の 3つに

絞っていることからも，行政による伝統芸能振興はこの 3つの「イベント」がメインにな

ると考えられます。年表は，それらに邦楽，とりわけ三曲(三味線・箏・尺八・胡弓とそれ

らを使った音楽)の出来事を少し書き加えています。 

1950(昭和25)年には第1回の京都薪能が開催され，1957(昭和32)年には第1回の市民狂

言会と市民寄席が開催されています。今日では，京都薪能は60回を越え，市民狂言会，市
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民寄席に至っては 200回を越えて継続され，そこには能や狂言といった伝統芸能を市民に

身近なものにしていこうという行政や関連団体の意図があります。 

邦楽は，薪能，狂言に少し遅れて1968(昭和43)年に第1回市民邦楽会として三曲等の邦

楽振興が毎年開催されるようになりました。市民邦楽会は，京都市と(財)京都市芸術文化

協会によって1968(昭和43)年度から毎年度開催されていますが，現在ほど伝統芸能の振興

が叫ばれていない時期に始まっています。市民邦楽会は「夏休み邦楽体験教室」で邦楽を

習った小学生から高校生までの参加者を含め，同財団の邦楽分野の会員が出演しています。

それら大きなイベント行事は，地域文化会館のような行政の手によるホールが舞台となっ

てきましたが，日常の活動は，歴史的にも能楽堂や寺社などの，いわば民間施設が支えて

きました。 

音楽文化の「舞台」づくり 

京都は音楽文化に限ってみても，最も重要な音楽人材の育成に始まり，ハード・ソフト・

人材発掘・育成すべての面において十全な都市機能の整備を図ってきたことが分かります。

ただ，本章の冒頭に述べたようなフォークやロックやジャズといったジャンルの音楽につ

いては民間の商業も含めた自主的な活動に任せ，行政は距離をおいて見守る姿勢を保って

きたところがあります。 

 2011(平成23)年，前年50周年を迎えた京都会館は老朽化していたこともあり，再整備基

本計画が策定され，計画に添って翌年ネーミングライツにより「ロームシアター京都」と

命名され，2016(平成28)年1月には新しい京都会館に生まれ変わろうとしています。 

 こうした京都における音楽文化振興の歴史の先には，どのような未来が描かれるべきな

のでしょうか。かつてのように莫大な文化予算を期待することが不可能な時代にあって，

京都らしい音楽文化の振興はどうあるべきなのでしょうか。 

その 1つの方向性として「舞台」づくりという仮説で考えます。すなわち，全国・全世

界から音楽好きが京都に集まってくる，その舞台を京都が用意しようということです。そ

れは大げさな音楽ホールをお金をかけて新たに建設するということではありません。それ

は京都コンサートホールや新しい京都会館ほかの施設で十分です。そうではなく，そうし

た音楽文化施設を含め，さまざまな都市施設から街角に至るまでの京都の都市空間を提供

し，市内に住む音楽好きも巻き込んで，さまざまな世代が世代を越えて交流する「舞台」

を用意する，そのための仕掛けづくりを行っていくということです。とりわけ高齢世代や

子育て世代に音楽文化を通じて何が貢献できるかも考えます。 
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戦後京都の音楽文化史 
参考:京都市文化政策史研究会『京都市文化政策の歴史』2012年3月 

年 洋楽系 邦楽系など 

1945(昭和20) 京都市音楽団開設 (社)能楽協会設立，京都にも支部設置 

1946(昭和21) (京都文化団体協議会結成)  

1948(昭和23) 堀川高校音楽課程開設 
大日本三曲協会(S15)が日本三曲協会に

改称 

1950(昭和25) (市立美術大学開学) 
京都能楽会共済会設立，第 1回京都薪能

開催 

1952(昭和27) 市立音楽短期大学開校  

1954(昭和29) 
円山野外音楽堂で土曜コンサート開始 

京都オーケストラ連盟結成 
 

1955(昭和30) 市消防音楽団設置  

1956(昭和31) 京都市交響楽団発足  

1957(昭和32)  
第 1回市民狂言会開催，第 1回市民寄席

開催 

1958(昭和33) 
京都市少年合唱団設置 

(区文化協議会結成) 
京都観世会館竣工 

1959(昭和34) 京響巡回コンサート開始 (京都市文化団体懇話会発足) 

1960(昭和35) 
京都会館開館，ボストン響開館記念演奏会 

青少年ブラスコンサート開始 
 

1963(昭和38) (第1回京都市文化団体フェスティバル)  

1964(昭和39)  祇園囃子保存会設立 

1966(昭和41) (国立京都国際会館設立)  

1968(昭和43) 
(京都市文化功労者表彰開始) 

京都市市民管弦楽団結成 

第1回市民邦楽会 

日本三曲協会が社団法人化 

1969(昭和44) 美大と音楽短大を市立芸大に統合 京都能楽会創立30周年 

1970(昭和45) 市民のナイターコンサート開始  

1972(昭和47)  市民招待劇場開始 

1973(昭和48) 作曲委託事業開始  

1975(昭和50) 京都市芸術新人賞・同功労賞創設  

1976(昭和51)  市民寄席第100回 

1978(昭和53) 京都ビッグバンドフェスティバル  

1980(昭和55) 
(中規模文化圏に文化会館整備構想) 

芸大新校舎に移転，創立100周年記念式典 
市民狂言会第100回 

1981(昭和56) 京都市新人芸術家選奨事業開始 (財)京都市芸術文化協会創立 

1983(昭和58)  伝統芸能振興事業 

1984(昭和59) 
アバンティホール開館 

フレッシュリサイタル開始 
 

1987(昭和62) 東部文化会館開館  

1989(平成元) 
サマーナイトコンサート事業開始 

全国女子バンドフェスティバル開始 
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年 洋楽系 邦楽系など 

1990(平成2) 呉竹文化センター開館，芸術祭典・京開始  

1992(平成4)  市民寄席第200回 

1993(平成5) 西文化会館ウェスティ会館  

1994(平成6)   

1995(平成7) 北文化会館，京都コンサートホール開館  

1996(平成8) (京都市芸術文化振興計画策定)  

1997(平成9) 
(第1回京都映画祭開催) 

「京都の秋 音楽祭」，市民芸術広場開始 
 

1999(平成11)  京都薪能第50回 

2000(平成12) 
京都芸術センター開設 

芸術文化特別奨励制度創設 

京都芸大に日本伝統音楽研究センター開

設 

2001(平成13) 右京ふれあい文化会館開館 

京都造形芸大が京都芸術劇場 春秋座を

開設 

大江能楽堂大改修 

2002(平成14) (文化ボランティア制度創設)  

2003(平成15) 

(地域文化会館にフランチャイズ制導入) 

(文化ボランティア基金創設) 

(京都映画祭延期決定) 

新しい金剛能楽堂開館 

2004(平成16) 

(芸術家への無利息融資制度創設) 

京都文化祭典開始 

京響50周年事業開催 

 

2005(平成17) (第1回京都会館再整備検討委員会) 市民狂言会第200回 

2006(平成18) (京都文化芸術都市創生条例施行)  

2007(平成19) 
(京都文化芸術都市創生計画策定) 

ようこそアーティスト授業開始 
「京都創生座」第1回公演 

2008(平成20) 

円山音楽堂80周年記念 

(京都映画誕生100年記念事業開催) 

子ども舞台芸術鑑賞支援事業開始 

能・文楽・歌舞伎がユネスコ世界無形文

化遺産に登録 

2009(平成21) 
(京響の運営を市音楽芸術文化振興財団へ移

管) 
京都薪能第60回 

2010(平成22) 

アバンティホールを売却 

京都会館50周年記念 

京都国際舞台芸術祭2010開催 

(社)日本三曲協会が公益社団法人に移行 

2011(平成23) 
(京都会館再整備基本計画策定) 

第26回国民文化祭・京都2011開催 

国民文化祭の一環として「邦楽の祭典」

開催 

2013(平成25) 

(京都会館のネーミングライツ名称「ロームシ

アター京都」に決定) 

(同オープニング事業検討委員会発足) 

 

 

 



8 

２ 他都市の事例から 

アルビン・トフラーは，名著『文化の消費者』の中で「文化芸術の担い手がエリート主

義者と呼ばれる一部の富裕層から庶民大衆へ移行するとき，都市の活力を引き出すことが

できる」とし，「文化行政から行政の文化化への転換」の必要性を指摘しています。我が国

の自治体においては，戦後すぐから「文化都市」のイメージを醸し出すために，京都市と

同様に交響楽団を持つなど，音楽文化の普及に努めてきたという歴史があります。少し時

間はかかりましたが，幸いにも2001(平成13)年には文化芸術振興基本法が，それに先立つ

1994(平成 6)年には音楽文化振興法(「音楽文化の振興のための学習環境の整備等に関する

法律」)を制定するなどにより，地方の都市や地域の活力を引き出すための環境づくりがな

されるようになりました。 

本章では，音楽文化をまちづくりに活かそうと試みる，いくつかの都市事例を見ます。 

「音楽の都」浜松市 

浜松市は，もともと楽器メーカーが集積しているものづくりの町で，そのイメージも生

かしてものづくりから文化面での発展をめざして1981(昭和56)年から「音楽のまちづくり」

を掲げ，さまざまな事業に取り組んでいます。それは国際的コンクールや芸術性豊かな公

演など質の高い事業を始め，札幌市ほか音楽を通した国内外の都市との交流事業，アクト

シティ浜松や楽器博物館など文化施設の開設，アクトシティ音楽院の創設，市民参加の文

化事業などで，「音楽のまちづくり」から「音楽の都」へと飛躍すべく数多くの施策が展開

されています。 

国際的コンクールは，浜松国際ピアノコンクール，静岡国際オペラコンクール，浜松世

界青少年合唱祭，浜松吹奏楽大会など，「国際」や「世界」を冠したコンクールが多く，世

界的な音楽文化の発信を目論まれています。また，アクトシティ音楽院は全国でも珍しい

ソフト事業による音楽教育機関で，世界に通用するアーティストの育成から市民向けの無

料講座，子ども向けの音楽セミナーなどの人材育成事業を行っています。 

市民向けの音楽イベントとしては，駅前広場で 4～10月の週末に開催されるプロムナー

ドコンサートを始め，官民一体となったハママツ・ジャズウィーク，市民手作りの浜名湖

フォークジャンボリー，ウィーンフィルの団員を招いて佐久間ダムで行う国際交流音楽指

導講座，音楽ジャンルを問わず市民が参加する「やらまいかミュージックフェスティバル

in浜松」，地元中高生を対象とした「バンド維新」など数多くのイベントが実施されており，

各音楽ジャンルをカバーしようという意図が見えます。 
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 しかし，こうした浜松市の努力にもかかわらず，「音楽の都」としての認知度は果たして

どれほどのものでしょうか。各音楽ジャンルの愛好家にはそれぞれのイベントの知名度は

あると推測されますが，一般にはどうでしょうか。知名度を示すデータはありませんので

何とも言えません。ただ，浜松市が文化行政の中心政策として目指す「音楽の都」は，年

に一度とか，それぞれは単発的な事業もあるのですが，クラシックを中心に各音楽ジャン

ルに配慮した全方位的な施策・事業となっています。 

 因みに，文化行政の面で注目される最近の静岡の事例としては，静岡県が整備した「静

岡芸術劇場」という舞台芸術の創造・発表の場として専門施設(コンベンションセンター「グ

ランシップ」の一角)です。箱ものとしても巨大であるが，単にハードだけでなく，SPACと

いう専属の劇団を持ち，専属の俳優や専門技術スタッフがいて若手芸術家の育成を目指す

など，ソフト面でも充実したものとなっていて，全国の注目を集めています。これで浜松

市のアクトシティとともに静岡県の西と東で大きな文化拠点が整備されたことになります。 

福岡市「音楽のまちづくり」 

 福岡市は，商業的な成功をおさめたミュージシャンを数多く輩出している都市として有

名です。ただ輩出とは出身地という意味で，レコード会社やプロダクションが福岡に本拠

を置き，ここで制作・流通を行って人材を輩出しているという意味ではありません。福岡

市は，こうしたことを背景に，2002(平成 14)年より「音楽のまちづくり」を謳い，音楽関

連産業の振興として「音楽産業振興基金」「音楽関連企業同士の交流」「ミュージックシテ

ィ天神」「ストリートパフォーマンスの支援」という，どちらかと言うと都市型産業の振興

策を打出しました。「音楽のまちづくり」に文化行政担当部局でなく，経済振興局が主体と

なって取り組んだことが福岡市の特徴です。 

 しかしながら「音楽産業振興基金」については，音楽に携わる人材の育成やＰＲに充て，

「将来的にはレコーディングなどの音源づくりから流通まで東京並みのシステムを福岡に

整える構想」と報道されたものの，今日まだ実現に至っていません。「音楽関連企業同士の

交流」とは，企業同士の「コミュニケーションの場としてのホームページ制作」のことで，

2003(平成15)年2月から立上げ，当初は月6万件を超えるアクセスがあったが，「コミュニ

ケーションの場」になっているようには思えません。寄付金受入れとしての「基金」も，

2005(平成17)年に2社が寄付し話題となったが，その後の募金回数は19回に止まっていま

す。 

「ミュージックシティ天神」「ストリートパフォーマンスの支援」は継続的に行われ，来

場者数は増加していましたが，後者については平成 22年度で事業が終了しています。「ミ

ュージックシティ」は毎年秋，数日間中心街の天神地区で開催される音楽イベントですが，



10 

プロ・アマのミュージシャンが天神地区の複数の会場でライブを行うもので，主催は地元

17団体で構成される実行委員会です。08(平成 20)年度の観客動員数は 11万人で，チケッ

ト購入，来場を核として創出されるイベントの経済効果を，市の発表では13.9億円として

います。ただ，天神地区 35会場を使用し 10万人超の来場があることから大会運営にかか

る経費は約 3,000万円程度かかり，市からの拠出は 900万円程度です。残りは協賛金，入

場収入等でまかなっています。また「パフォーマンス」は地元 FM 業者に委託し，会場の

提供を継続的に行っています。(この項2010年9月「都市政策研究 第10号」を参照。) 

 この事例から，東京など大都市と異なり，音楽情報(ソフト)制作やプロダクション等の

音楽コンテンツ産業を中心とした音楽産業群の育成は，地方都市ではかなり厳しい状況で

あることを物語っています。 

高槻市「高槻ジャズストリート」 

 京都に近い例では，大阪府高槻市の「高槻ジャズストリート」があります。1999(平成11)

年「高槻を音楽あふれる楽しいまちにしよう」との思いから，ジャズ好きの市民有志によ

って始められ，実行委員会によって毎年 5月のゴールデンウィークの 2日間，阪急高槻市

駅，ＪＲ高槻駅を中心に，文化施設や企業施設，映画館，学校校庭，商店街，ライブハウ

ス，カフェ，広場，公園など，市内の50カ所に近い会場を使って開催される音楽イベント

です。会場を周回する無料シャトルバスも走っており，いくつかの会場をハシゴすること

も可能です。 

 1,000人以上の市民ボランティアによって運営される無料のイベントで，運営資金は地元

立地の企業や商店などからのスポンサー協力，寄付・募金，Ｔシャツなどのグッズや飲食

ブースの売上によって成り立っています。また，事前に駅などで配布するパンフレットや

会場への入場，演奏は無料です。10年目を迎えた08(平成20)年は，出演ミュージシャンは

延べ 3,000人以上，海外から招聘する名だたるプロのミュージシャンから大学・高校のア

マチュアバンドまでが出演し，観客動員数は15万人を超えるまでになっています。 

この高槻市の例にならって，最近では大阪府守口市や門真市など京阪沿線のいくつかの

都市が連携してジャズイベントを催す試みがなされています。年に 2日間のみの音楽イベ

ントで，前記 2事例に比べると小規模で，ジャズという音楽ジャンル 1つに絞り込んだも

のではありますが，町中を巻き込んで町中が応援しているところは魅力的に映ります。行

政に頼ることなく，自主的に，1年かけてボランティアを募集し，会場使用や寄付金をお願

いし…という，このためだけのボランティアが活動しており，市民ボランティアのパワー

の発揮，継続も特筆に値します。 
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事例から見えてくること 

 いくつかの事例について見てきましたが，政令指定都市2つのうち，浜松市に関しては，

さまざまな施策・事業を展開して「音楽の都」を実現しようと努力しています。ただ，政

令都市として全方位的な音楽ジャンルをカバーしようというのは理解できるのですが，何

よりハードの維持・管理やスクール事業，劇団の運営にもお金がかかり，継続的な事業の

展開が可能かどうか，今後が注目されるところです。また，福岡市の場合は，結局数日間

の音楽イベントのみが成果として残ってはいるものの，当初の「音楽のまちづくり」構想

を実現するには至っていません。高槻市の場合も，市民ボランティアの自主性，エネルギ

ーが感じられるところですが，1つの音楽イベント，期間も年間2日のみという事例でした。 

こうした事例すべてに言えるのは，その都市の名前を聞いた時に，基本的に「音楽のま

ち」もしくは「音楽の都」というイメージを喚起できないということです。高槻市「ジャ

ズのまち」のような「単色」のイメージならすでに定着し，都市のブランディングには成

功しているのかも知れません。ただ，行政や市民がそれを望んでいるかどうかは別問題で

す。浜松のような「音楽の都」のイメージが定着するには，さらに不断の施策・事業の展

開が必要であり，もっともっと時間がかかるものと思われます。 

翻って京都という都市を考えたとき，京都は人口140万を超える政令都市にあって，「音

楽文化都市」を目指すとしても，さまざまな音楽ジャンルに一定規模の人口があって，1つ

の音楽ジャンルに絞り込むことは当然不可能であり，また戦略的にも不利だと考えられま

す。むしろ「多様性」を担保したほうが得策であると思われます。これまでの音楽人材育

成等の，他市に誇るべき重要な都市機能を十全に堅持しつつも，高槻市のような市民の自

主性を期待することによって，行政や公的機関は可能な限りその支援をしていくというの

が，基本的なスタンスであるべきです。アメリカの1ドルコインの裏には，「多様性の中の

統一」という意味のラテン語「e pluribus unum」が刻んでありますが，京都には「多様性」

を尊重しながら一つにまとめあげるための「舞台（ステージ）」を提供することが行政の

大きな役割であり，今後の京都市における音楽文化振興の方向性だと考えます。 
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音楽文化をまちづくりに活用した都市事例 

事例1  
浜松市 

音楽の都・浜松 

概 要 

・1981年市制70周年を機にものづくりのまちから文化のまちへの転換を期して総合計画
に「音楽のまちづくり」を掲げ，以降は「世界の音楽文化が薫る都市づくり」(1991)，
「"音楽の都"に向けた挑戦」(2007)等，政令指定都市移行後も四半世紀にわたり一貫
して音楽文化の振興を都市政策の柱の1つとして位置付ける 

・国際音楽コンクール世界連盟(WFIMC)加盟の2つの国際的コンクールを中心に，行政・
企業主導の大規模イベントから市民主導の手作りイベントまで，官民が多彩なレベル
やジャンルの事業を展開。まちなかで音楽に触れる機会や音楽教育プログラムも充実 

・ユネスコ創造都市ネットワーク(音楽分野)加盟を申請中 

施策・事業名 “音楽の都”に向けた挑戦と市民主体の文化芸術活動の推進 

担当部局 
関連団体 

市民部文化政策課 (企画課，生涯学習課) 

浜松市文化振興財団 

予算規模 
音楽文化交流・発信事業 38百万円，市民音楽文化振興事業27百万円(2013年度) 
 ※(参考) 2012年度 音楽文化交流・発信事業158百万円 

総合計画等 
での位置付け 

◎第2次浜松市総合計画(2007年策定) : ※2014年度に次期構想・計画策定予定 
戦略計画7「郷土に誇り･活力あふれるまち」に「“音楽の都”に向けた挑戦」を位置付ける 

◎浜松市文化振興ビジョン(2009年策定) : 
施策の方向性として「創造都市・浜松の実現」「文化の多様性が活力となる都市・浜松」
「音楽の都・浜松」を掲げる 

主要イベント 

○浜松国際ピアノコンクール(3年毎) :WFIMC加盟コンクール 

○静岡国際オペラコンクール(3年毎) :アジア初のWFIMC加盟声楽コンクール 

○浜松世界青少年合唱祭 

○浜松吹奏楽大会: メインの高校選抜大会は「吹奏楽の春の甲子園」と呼ばれる 

○浜松市民オペラ 

○こどもミュージカル 

○プロムナードコンサート: 駅前など屋外での吹奏楽演奏 

○やらまいかミュージックフェスティバル in浜松: 市民主導の音楽イベント 

○ハママツ･ジャズ・ウィーク 

○浜名湖フォークジャンボリー: アマチュア演奏家によるフォークイベント 

○バンド維新: 著名作曲家の書下ろし新曲を中高吹奏楽部が演奏するイベント 

その他の事業 

○音楽文化友好交流協定(ワルシャワ・1990年締結，ロチェスター市・1996年締結)， 
音楽文化都市交流宣言(札幌市・2009年締結) 

○アクトシティ音楽院: 幅広いレベルの音楽教育プログラムを提供 

○ジュニアオーケストラ浜松，ジュニアクワイア浜松 

○音楽振興基金: 2012年度末残高82百万円 

○さくま国際交流コンサート: ウィーンフィル奏者による音楽指導講座等 

○音楽文化顧問: 著名音楽家等に音楽のまちづくりへの助言・指導を委嘱 

拠点施設 

○アクトシティ浜松(1994年開館，大ホール2,336席・中ホール1,030席・音楽工房・音
楽セミナー室): 日本初の四面舞台を備えた大ホール。楽器博物館，音楽院を併設。1995
年プラハ国立歌劇場と劇場間友好交流協定を締結 

○浜松市楽器博物館(1995年開館，2006年リニューアル)  

音楽文化関連
地域資源 

・ヤマハ，カワイ，ローランド等世界的楽器メーカー本社が立地 

・三浦環(静岡県ゆかりの人物) 

・浜松交響楽団（浜響）: 日本唯一の財団法人アマチュアオーケストラ 

・静岡文化芸術大学 

実績・指標 
◇アクトシティ浜松稼働率: 大ホール74.4%，中ホール67.7%(2011年) 

◇イベント動員数: 国際ピアノコンクール21千人，ジャズ・ウィーク12千人， 
やらまいかミュージックフェスティバル35千人(いずれも2012年) 

備 考 ・平成23年度文化庁長官表彰(文化芸術創造都市部門)受賞 

参考資料 

・浜松市ホームページ「音楽のまちづくり」 
http://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/bunka/intro/mc/index.html 

・「浜松市における創造都市形成の現状」(北九州市立大学都市政策研究所2008.3） 
https://www.kitakyu-u.ac.jp/iurps/pdf/creative_4.pdf ／他 
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事例2  
福岡市 

音楽のまちづくり 

概 要 

・「音楽関連産業」を次世代の都市産業の1つに位置付け，2002年から音楽関連ビジネス
の集積と東アジアにおける関連産業の拠点都市を目指し，人材の育成・確保や情報発
信，販路拡大，海外展開支援等による産業振興施策としての「音楽のまちづくり」に
取り組む 

・2012年度の改組で経済観光文化局が文化振興と産業振興を一体的に推進する体制とな
り，音楽はゲーム，映画，アニメ，ファッション，デザインとともに「クリエイティ
ブ産業」に包括されるに伴い，音楽産業振興事業は「クリエイティブ・エンターテイ
ンメント都市づくり」の一端に組み込まれた 

施策・事業名 
・クリエイティブ関連産業の振興 

・エンターテインメント都市づくり 

担当部局 
関連団体 

経済観光文化局 

福岡市文化芸術振興財団 

クリエイティブ福岡推進協議会 ※「クリエイティブ・エンターテインメント都市」の推進組織 

予算規模 コンテンツ関連産業の振興 179百万円(2013年度) 

総合計画等 
での位置付け 

◎福岡市基本構想・第9次福岡市基本計画(2012年策定): 
目標7「創造的活動が活発で，多様な人材が新しい価値を生み出している」の中に「ク
リエイティブ産業の振興」「エンターテインメント都市づくり」が位置付けられ，その
一端に音楽(産業・文化)振興が含まれる 

◎福岡市文化芸術振興ビジョン(2008年策定): 
政策目標2「アジアを視野に，多彩な人々が集う文化芸術の振興」の中に「創造的産業
の集積による新たな文化芸術の魅力創出」が位置付けられ，その一端に音楽(産業・文
化)振興が含まれる 

主要イベント 
○ミュージックシティ天神: 九州最大級の音楽イベント，天神エリア各所でのライブ 

○クリエイティブフェスタ：「アジアン・パーティ」の一環として開催 

その他の事業 
(△は終了事業) 

○音楽産業振興基金: 福岡応援寄付(ふるさと納税)制度を用いて募集，音楽関連の人材
育成やイベントに活用(2005年設置) 

△福岡音楽ポータルサイト: 行政運営の音楽情報サイト(2007年で事業終了，アーカイブ
として一部を公開) 

△ストリートパフォーマンス支援事業: ライブ活動等への公共空間提供(2010年で終了) 

拠点施設 

○アクロス福岡シンフォニーホール(1995年開館，1,867席) 

○音楽・演劇練習場(千代・パピオビールーム，祇園・ぽんプラザホール，大橋・ゆめア
ール大橋) 

音楽文化関連
地域資源 

・メジャーミュージシャンを多数輩出，アマチュアミュージシャンの活動が活発 

・ライブハウス等の「音楽名所」が多い 

実績・指標 

○ミュージックシティ天神: 動員数155千人・出演者数264組(2011年)，経済波及効果
15.7億円(2010年) 

○音楽産業振興基金寄附: 件数21件・総額1,998千円(2011年) 

備 考 ・音楽関連施設を含む市民会館(拠点文化施設)再整備を検討中(2011基本構想策定) 

参考資料 

・福岡市ホームページ「コンテンツ関連産業の振興」(産業振興ガイド) 
http://www.city.fukuoka.lg.jp/industry/kougyo/10.html 

・ミュージックシティ天神(公式サイト)  
www.musiccitytenjin.com/  ／他 
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事例3  
川崎市 

音楽のまち・かわさき 

概 要 

・2004年の市制 80周年を機に新たな都市イメージとして「音楽のまち・かわさき」を打
ち出し，従来の「公害のまち」「労働者のまち」という都市イメージからの転換を図る
とともに，市民が愛着と誇りが持てるまちづくりに取り組む 

・ミューザ川崎シンフォニーホールを活用し，音楽を中心とした市民の文化・芸術活動の
創造を通じて，活力ある地域社会の実現や音楽関連人材の育成，新たな産業機会の創出
などの幅広い波及効果を生み出す「音楽のまちづくり」を目指す 

施策・事業名 音楽によるまちづくりの推進 

担当部局 
関連団体 

市民・こども局市民文化室 (教育委員会) 
「音楽のまち・かわさき」推進協議会 

予算規模 「音楽のまち・かわさき」の推進 102百万円(2014年度) ※各区分を含む 

総合計画等 
での位置付け 

◎川崎再生フロンティアプラン・第3期実行計画(2011年策定) 
「個性と魅力が輝くまちづくり」の中に「川崎の魅力を育て発信する」ための基本施策
として「音楽のまち・かわさき」の推進を位置付ける 

◎第2期文化振興計画(2013年度策定予定) 
基本政策Ⅵ「文化芸術を活かしたまちづくりの推進」の中に「音楽によるまちづくり」
「映像によるまちづくり」「アートのまちづくり」を位置づける 

※その他，教育プラン，コンテンツ産業振興ビジョン等でも位置付け 

主要イベント 

○アジア交流音楽祭: アジア音楽のライブイベント 
○フェスタサマーミューザ KAWASAKI：首都圏の 9オーケストラコンサート等 

○交流の響き: 全国の13新聞社開催の音楽コンクール上位入賞者による演奏会 
○モントルー・ジャズ・フェスティバル・ジャパン・イン・かわさき 

○かわさき市民第九コンサート: 市民による手作りコンサート 

○坂本九顕彰事業 

○D'LIVE: 手話歌とダンスによる聴覚障害者のための音楽イベント 

○バスカープロジェクト，ストリートミュージックバトル: 民間の路上ライブイベント 

その他の事業 

○全国手づくり楽器アイデアコンテスト:  新発想の楽器アイデアの公募コンテスト 

○ザルツブルク音楽祭パブリックビューイング(2013年プレイベント実施): ザルツブルグ
は川崎市の友好都市  

○子どもの音楽の祭典 

○ジュニア音楽リーダー育成事業 

○かわさき音楽人・音楽団体検索サイト(2011年開設) 

拠点施設 
○ミューザ川崎シンフォニーホール(2004年開館，ホール1,997席・音楽工房): 震災被害
により一時休館，2013年再開 

音楽文化関連
地域資源 

・坂本九，小澤征爾などゆかりの音楽家，ゆかりの歌謡曲 

・日本のレコード製造発祥地(1910年国産蓄音機第１号) 

・東京交響楽団: フランチャイズオーケストラ(2002年提携) 

・洗足学園音楽大学，昭和音楽大学，ヤマハ音楽院，音楽研究所 

・4つの市民オーケストラ，150以上の合唱団・吹奏楽団 

・巨大ライブハウスの先駆(CLUB CITTA)，著作権管理のベンチャー企業 

実績・指標 

◇ミューザ川崎音楽ホール入場者数: 19万人・入場者率73%(2010年) 

◇ミューザ川崎音楽工房・練習室利用率: 区分利用率73%(2012年) 

◇フェスタサマーミューザ KAWASAKI動員数: 27千人(2013年) 

◇MJFJかわさき動員数: 15千人/3日(2013年) 

備 考 
・「音楽のまち・かわさき｣推進計画が国の地域再生計画に認定(第１回認定)，文化庁「文
化芸術による創造のまち支援事業」を活用 

・キャラクターマスコット「かわさきミュートン」 

参考資料 

・音楽のまち・かわさき(公式ホームページ) http://www.ongakunomachi.jp/ 

・平成24年度川崎再生ACTIONシステム評価結果「音楽によるまちづくりの推進」 
http://www.city.kawasaki.jp/200/cmsfiles/contents/0000051/51026/6/61201000.html 

・「音楽のまち・かわさき」推進計画(第1回認定地域再生計画の概要) 
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiikisaisei/kouhyou/040621/dai1/068toke.pdf ／他 
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事例3  
高槻市 

高槻ジャズストリート 

概 要 

・毎年ゴールデンウィーク中に開催される国内最大級のジャズイベント。大阪・京都のベ
ッドタウンである高槻市を活気あるまちにしようと，地元商店街ジャズ愛好家等有志の
発案により1999年に始まった市民主導の手作りイベント 

・全会場が入場無料，開催経費(約2,400万円)の大半を協賛金，広告料，寄付金，グッズ
や飲食の売上等で賄い，約1,500人のボランティアが企画・運営する方式は「高槻モデ
ル」として全国的に知られる 

・行政がまちづくりの一環として位置付けることで企業の協賛や寄付の協力を促進すると
ともに，実行委員会への支援を通じて事業の継続的・安定的な開催を図り，音楽文化を
通じた市民文化の振興と地域のにぎわいづくり，都市の魅力の全国への発信を目指す 

施策・事業名 高槻ジャズストリート補助事業 

担当部局 
関連団体 

市民生活部文化スポーツ振興課 

高槻市文化振興事業団 

(実施主体は高槻ジャズストリート実行委員会) 

予算規模 高槻ジャズストリート補助事業 1,500千円(2012年度) 

総合計画等 
での位置付け 

◎高槻市総合戦略プラン(第5次高槻市総合計画) (2011年策定): 
基本目標「交流人口が増えるまちをつくる」の中にジャズストリートを位置づける 

◎文化振興ビジョン(2013年度策定予定) 
市の特徴の1つ「市民による活発な活動」の例としてジャズストリートを特記する 

主要イベント ○高槻ジャズストリート 

その他の事業 

○まちなかライブ高槻ジャズ風景: まちなかや店舗で子どもや市民が演奏 

○たかつきスクールジャズコンテスト: 中・高のスクールバンドによるジャズコンテスト 

※いずれの事業も2009年に社会実験，2010年から継続実施 

拠点施設 

○高槻現代劇場(1992年開館，大ホール 1,564席・中ホール602席)： 北摂最大のコンサ
ートホール 

○生涯学習センター(1994年開館，多目的ホール308 席，リハーサル室) 

音楽文化関連
地域資源 

―― 

実績・指標 
◇開催規模: 452会場 ・出演者707組約4,200人 (2013年) 

◇動員数: 約10万人/2日(2013年) 

備 考 

・第22回大阪府まちづくり功労者賞受賞(高槻ジャズストリート実行委員会)(2005) 

・高槻まちづくり株式会社「たかつきMEETSミュージック」プロジェクトが国の「地方
の元気再生事業」に採択(2009年度)。「子どもJAZZワークショップ」「まちなかライブ
高槻ジャズ風景」「たかつきスクールジャズコンテスト」の社会実験を実施 

参考資料 

・高槻ジャズストリート(公式ホームページ) 
http://www.0726.info/ 

・音楽祭へ行ってみようVol.15 (ヤマハ「音楽の街づくりプロジェクト」) 
http://jp.yamaha.com/services/otomachi/festival_report/120517_takatsuki/ 

・「たかつきMEETSミュージック」プロジェクト報告書(経済産業局) 

http://www.meti.go.jp/meti_lib/report/2010fy01/E000955.pdf ／他 
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事例4  
東広島市 

音楽のまちづくり構想 

概 要 

・2008年の市内４大学との「東広島市と大学との連携に関する協定」締結を機に，「東広
島市音楽のまちづくり構想検討委員会」を設置し，2009年に構想策定。｢音楽｣を「酒」
「学園都市」に続く都市ブランドと位置付け，市民ホール建設事業とジュニアオーケス
トラ事業を核に音楽のまちづくりを推進 

・「東広島青少年オーケストラ」「東広島音楽のまちづくり指導協会」など構想を契機に市
民主体の音楽のまちづくりの取組が活発化し，一部では行政事業との競合も起っている 

施策・事業名 大学連携推進事業(音楽のまちづくり) 

担当部局 
関連団体 

企画振興部企画課 

東広島市文化振興事業団 

予算規模 ジュニアオーケストラ事業運営業務10,965千円(2012年度) ※委託料 

総合計画等で
の位置付け 

◎第四次東広島市総合計画(2008策定) 
まちづくり大綱「交流が盛んなにぎわいのあるまち」の中の「大学や学生との交流・連
携によるまちづくりの推進」に位置づけられる 

主要イベント 

○ひがしひろしま音楽祭: 市民参加型の手作り音楽祭(主催は東広島市観光協会) 

○市民ミュージカル： 地元の民話によるオリジナルの市民参加ミュージカル。合併前に
実施されていた各地の同種のイベントを統合 

その他の事業 

○ジュニアオーケストラ設立準備クラス: 小学3年生～高校3年生を対象に楽器の貸与・
演奏指導を行い，発表演奏会を開催。期間限定事業(2009-14年度) 

○楽器体験講座: 出前講座等 

○シティプロモーション認定事業:「ひがしひろしま音楽キャラバン」「エル･システマの
若手演奏家招聘事業」を認定(2013年度認定分のうち音楽関連事業) 

拠点施設 

○(仮称)東広島市市民ホール(2015年開館予定，大ホール1,200席・小ホール300席): 2010
年に基本計画策定 

○アザレアホール(市民文化センター)(1992年開館，300席) 

○広島大学・サタケメモリアルホール(2003年開館，1,000席) 

音楽文化関連 
地域資源 

・東広島公共楽団，東広島混声合唱団ほか民間・大学サークルの演奏団体が多数活動 

・学校音楽コンクール等への入賞実績 

・広島大学，エリザベト音楽大学 

実績・指標 

◇ジュニアオーケストラ練習等延べ参加者数: 1,925人(2012年) 

◇ひがしひろしま音楽祭出演者: 約20団体650人 

◇音楽のまちづくり構想の認知度: 27%(2012年調査) 

備 考 
・東広島市の「東広島市版エル・システマ開発」プロジェクトが国の「地方の元気再生事
業」に採択(2009年度)。ジュニアオーケストラ設立準備クラスの社会実験を実施 

参考資料 

・東広島市ホームページ「音楽のまちづくり構想」 
http://www.city.higashihiroshima.hiroshima.jp/soshiki/6/ongaku.html 

・「東広島市音楽のまちづくり構想」が 東広島市の音楽文化に与えた影響に関する研究 

www.city.higashihiroshima.hiroshima.jp/uploaded/attachment/46187.pdf  

※平成24年度地域課題研究懸賞論文(佳作入賞)  ／他 
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事例5  
郡山市 

音楽都市こおりやま 

概 要 

・1954年の NHK交響楽団郡山公演を機とした文化会館の建設，1964年の「10万人コー
ラス」運動など市民主体の音楽活動を背景に，「東北のシカゴ」イメージから「東北の
ウィーン」への転換を図る。2008年3月に音楽によるまちづくりを目指す「音楽都市」
を宣言 

・市民・学校教育の音楽活動支援，鑑賞・発表機会の拡充をベースに，音楽イベント情報
の発信や音楽を通した都市の魅力発信，集客力のあるイベントの開催，音楽活動を通し
た交流や人材育成等を推進 

・「楽都郡山」を復興のシンボルとしてシティプロモーションを展開 

施策・事業名 文化芸術・音楽活動の推進 

担当部局 
関連団体 

教育委員会事務局生涯学習部文化課 

予算規模 音楽都市推進事業(ソフト事業) 54,126千円(2013年度) 

総合計画等 
での位置付け 

◎郡山市第五次総合計画後期基本計画(2012年策定): 
大綱2「ともに学び，ともに育み，未来を拓くまち」に「音楽都市こおりやまの推進」，
重点目標に「震災復興のシンボルとして「楽都郡山」にふさわしい音楽堂の建設」を位
置付ける 

主要イベント 

○全国合唱祭: 全国トップレベルの合唱団による合唱祭 
○音楽都市こおりやまハーモニーコンサート: 郡山市から全国規模の大会及びコンクー
ル等に出場した音楽団体及び個人によるコンサート 

○ふれあいコンサート: プロと市民による無料コンサート 

○ストリートミュージックフェスタ・まちなか音ステージ: 主催は郡山商工会議所 

○世界ベンチ・イスコンテスト: 音楽をテーマとしたベンチ・イスのデザインを募集し，
市内パブリックスペースに設置 

その他の事業 

○“音楽都市こおりやま”市民音楽祭: 市内で開催している音楽イベントを募集し，イベ
ントカレンダーで PR 

○音楽堂整備事業: 2013年3月に「音楽堂整備基金」設置 

○音楽都市宣言 

拠点施設 

○郡山市民文化センター(1984年開館，大ホール2,004席・中ホール806席，練習室) 

○音楽・文化交流館「ミューカルがくと館」(2013年開館，大ホール200席・小ホール，
練習室) 

○郡山市公会堂(ホール300名収容)  

○開成山屋外音楽堂 

音楽文化関連 
地域資源 

・福島県立安積黎明高校合唱団(全国合唱コンクール 30年連続金賞受賞校)，郡山おかあ
さん合唱連盟，郡山市音楽教育研究会などハイレベルの学校・市民合唱団 

・郡山市民オーケストラ 

・湯浅譲二(作曲家)，本名徹次(指揮者)，GReeeeNなど音楽関係者の出身地 

・ワンステップ・フェスティバル: 日本初のロックフェスティバル(1974年) 
・東宝映画『百万人の大合唱』: 郡山を舞台とした合唱をテーマとする作品 (1971年) 

実績・指標 ―― 

備 考 

・国土交通省の中心市街地活性化事業の一環として，「郡山にぎわい・夢カフェ社会実験」
(2005年度)，「”音楽都市郡山”イメージ創出社会実験」(2006年度)を実施 

・キャラクター「がくとくん」「おんぷちゃん」をミニバイクのご当地ナンバープレート，
ご当地キャラバンド「がくとくんバンド」など都市プロモーションに活用 

参考資料 

・郡山市ホームページ「音楽都市郡山」 
http://www.city.koriyama.fukushima.jp/shise/citysales/ongakutosi/index.html 

・郡山商工会議所 中心市街地活性化の取り組み 

http://www.ko-cci.or.jp/k_tmo/city_planning/01.pdf ／他 
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３ 京都の音楽文化振興のための提言 

 最後に，以上の考察と学識経験者の方へのヒアリング結果を基にしつつ，京都の音楽文

化振興のための提言を行います。 

(1)基本的な考え方――京都が「音楽の舞台」になる 

 今後の日本社会は更なる長寿化社会の進展や安心・安全の重視，女性や若者の活力の活

用といった社会的課題の解決が求められるようになります。そうした中で，音楽の果たす

本質的な役割を考えたとき，音楽を「人と人をつなぐ」メディアという視点で捉えたいと

思います。市民と市民の間，世代間，学校や地域社会の相互の関係など，さまざまな社会

的主体の間のコミュニケーションを円滑にする音楽，という意味です。 

 京都が「音楽の舞台」になるということです。音楽ホールはもちろん，文化施設や公園，

街角といった都市施設をすべて「舞台」にして，全国の音楽愛好者が集って共に演奏し共

に歌い，そして交流するのです。そういうハード面の供用だけでなく，空間的にもネット

ワーク的にも，全国全世界のさまざまな「音楽コミュニティ」を振興し支援するといった

ソフト面も整備します。これはひょっとしたら，お金をかけてハード施設を整備するより

難しいことかも知れません。そのためには，そうした施策・事業の主体となるＮＰОを立

ち上げる必要があります。 

(2)京都の音楽文化振興のための提言 

①美術館等文化施設と音楽の融合 

 最近では美術展に合わせてコンサートを行う展覧会が増えてきましたが，美術館・博物

館等の文化施設における質の高い空間を利用してコンサートを行い，来館者に心地よい音

楽を恒常的に提供するイベントが実施されるべきです。場合によっては，動物園と音楽の

融合も興味深い取組みだと考えます。「京都文化博物館の一角を京響のブランチ(サブ・ホ

ール)にして，折に触れて市民に室内楽を提供する」とは有識者Ｃ氏の言です。邦楽の発表

会等であれば，「空き小学校とかの公共空間に畳の間があればいい」と有識者Ａ氏は語って

います。練習による不愉快な雑音は避けて，「発展途上」の音楽家でも，「他人に聞かす」

一定の緊張をもって臨んでくれるならば，彼らにとってたくさんの「ハレの場」はスキル

アップに効果的であり，市民にも心地よいひとときをもたらすことになります。 
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②「音楽コミュニティ」創造のための支援 

 「音楽コミュニティ」とは，クラシックやジャズ，ポピュラーといったジャンルごと，ま

た元オーケストラや元バンドのＯＢ・ＯＧ，音楽系クラブ活動仲間など，音楽を通じた仲間

のことを仮にそう呼びますが，さまざまな「音楽コミュニティ」が発表会や同窓会ほかの会

合や集まりを京都で開催する際に，場所を斡旋したり，広報などの面で支援する制度です。 

 また，有識者Ｂ氏の指摘にあるように，60年代に京都の音楽文化を支えた高齢世代の「過

去を振り返ってみたい」というニーズに応えるイベントを催したり，氏が行っている「音

楽を使って」「若者と高齢者とか人と人をつなぐ試み」を支援したりします。さらに，小さ

な子どもを抱える子育て世代が音楽を通じて交流を深める催しのような「音楽コミュニテ

ィ」に限らず，音楽を必要とする集まりに合奏団等を派遣することも考慮します。 

③「六感」で感じる観光の推進 

観光やＭＩＣＥでは，当然ながら町並みや自然風景，神社仏閣などさまざまな場所や施

設，催しもの，京料理，みやげ物など，伝統文化に裏打ちされた「視覚」や「味覚」に訴

える観光が重視され，また重宝されてきています。しかし，以前から京都は「夜の観光メ

ニューに乏しい」とされ，花灯路などが開発されたりしていますが，欧米の観光客に西洋

音楽を聴いてもらう試みがあって良いと思われます。つまり，聴覚に訴える観光メニュー

です。京都で伝統芸能を見飽きた欧米の人には，必ずクラシックを聴きたいというニーズ

があるはずです。そういう人に「うまくなった京響」(有識者Ｃ氏)ほか市内オーケストラ

のコンサートを聴いてもらうのです。「お・も・て・な・し」は，単に五感にとどまらず，

幽玄さを持つ京都の音楽文化の「心」をも感じてもらうために，「六感」で感じる京都観光

にも力点を置くことで，観光客の京都の思い出はいっそう分厚いものとなるはずです。 

④音楽が流れる商店街の創出 

 シャッター通りとか言われる空き店舗の目立つ商店街では，空き店舗での器楽や合唱に

よるコンサートの定期開催などを呼びかけ，音楽が流れる商店街を創出します。有識者Ｂ

氏の「音楽を使って」「若者と高齢者とか人と人をつなぐ試み」のアイデアをいただきます。

単に商店街の人集めや雰囲気づくりに音楽が貢献するだけでなく，高齢者同士の茶話会や

子育て世代の悩み相談会など，人と人をつなぐさまざまなイベントが合わせて開催されれ

ばベストです。また，最近では長寿化に伴い昔風の「喫茶店」が見直されていると伺いま

す。共通の価値観の音楽文化は，世代間も越えコミュニティを強固なものにするはずです。 

プロはもちろんのこと，アマチュア市民や芸大・音大の学生などさまざまなユニットを

ネットワークし，要請に応じてマッチングして各地域の商店街に派遣します。空き店舗や

喫茶店など定期開催に応じてくれた店舗や，一時ライブハウスに転用してくれたお店など

には一定の補助を行います。 
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⑤「京都音楽大使」制度の新設 

 京都で音楽文化の振興に功績のあった音楽家や京都出身の音楽家など，京都に縁のある

人を「京都音楽大使」に任命し，京都の音楽文化の振興と普及，他都市との音楽交流等に

努めてもらいます。市内市外国外居住を問わず，各音楽ジャンルそれぞれの第一人者を任

命し，京都で開催する音楽文化系イベント等の企画・運営に携わったり協力することはも

ちろん，自ら京都でコンサート活動も行ってもらい，「音楽の舞台」に花を添えてもらいま

す。日頃は観光情報や京都情報の発信にも努めてもらえれば，申し分ありません。 

すでに京都楽器商組合が京都府内に住む音楽家を対象に「音楽普及大使」の取組みを行

っていますが，こちらの制度は「大使」の人となりを含めて，もっと幅広く，音楽を通じ

て内外に「文化芸術都市・音楽文化都市・京都」を知らしめるという，音楽を起点にした

京都という都市ブランドの向上に資することが目標です。 

⑥公共空間における音楽アセスメントの積極導入 

音楽は，人によって心地よいものにもなる一方，不快感を募らせるものにもなりかねま

せん。音楽文化振興策を推進する行政として，公共施設や公共空間における音楽のあり方

や関わり方等について十分に研究し，音楽文化の息づくまちづくりに寄与する取組みを進

める必要があると考えます。先に述べましたように，音楽文化行政という方向性ではなく，

行政の音楽文化化ということです。市役所の昼休みや終業時の案内音楽，地下鉄構内のBGM，

医療施設，学校休み時間の音楽，等いわゆる公共空間における音楽の流し方や選曲等につ

いて，一定の方向性を持って運用されていない場合が多く見受けられます。 

民間企業等では，職場や執務室や社員食堂等の壁面の色彩について，色彩調節の考えの

もとで，効果的・効率的な業務推進ができるよう戦略的な取り組みがなされていますが，

音楽についてもヒーリングミュージックや，リラックスさせることで能率アップを図るた

めの戦略的な取り組みもされていると伺います。美術品や絵画等を地下鉄構内や空間に展

示することで，公共空間の文化化を図っている欧米諸国の事例も少なくありません。音楽

も同様に，公共空間における音楽のあり方について，音楽療法の分野で活用されている「音

楽アセスメント」の考え方等を広義に捉え，音楽文化振興のため戦略的に運用していくこ

とを検討すべきと考えます。 
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ヒアリング記録(1) 有識者Ａ氏 臼井喜法氏(池坊短期大学教授／伝統芸能，   

(公・社)日本尺八連盟竹師大師範) 

三曲の拠点・京都 

・京都の音楽文化のうち伝統的な邦楽はほとんど京都で生まれたと言えるが，特に「三曲」，

つまり三味線・筝・尺八・胡弓をもって演奏される地唄，筝曲などに関しては，もとも

と京都が盛んであったし，聖地と言える。江戸期には，筝・三味線を専業とした盲人組

織「当道座」の元締機関である「職屋敷」(盲人の自治組織である当道の中央機関の通称)

が京都に置かれていた。また，尺八の分野でも近代的な流派組織を確立した都山流の本

部は京都に置かれている。したがって三曲系邦楽は京都に歴史的に根付いていると言え

る。しかし，幕末から明治にかけて隆盛を見たものの，明治以降その中心は東京に移り，

戦後も東京一極集中の中で，ますますその傾向は加速された。今はもう家元もプロの演

奏家もアマチュア演奏家も東京のほうが多い。マーケットの規模が違う。ただ，京都は

「三曲の拠点」と名乗る資格はあると思う。 

尺八演奏家の現状 

・尺八に関しては，細かな統計はないが演奏人口も東京が圧倒的に多く，他の芸能分野も

同様の状況だと思う。デビューの段階で東京の著名な先生の元に弟子入りして，師弟関

係を続けて修行し，お師匠さんの看板を背負って箔をつけて地方に戻るというのが一般

的なように思う。有名なお師匠さんのところには 1人で回り切れないほど依頼が来る。

それを，良くできる弟子がカバーしたりする。だから関西，大阪出身の若手でもいった

ん東京に出て，師匠について師匠の看板を後ろ盾にして箔をつけてまた関西に戻って活

動することが多い。箔をつける期間は，本人の腕とかそこでの上下関係もあるが，力が

あれば1，2年修行して演奏できるようになる。師匠も後継者がほしいから，若くて演奏

が少しうまくて見栄えがすれば，それなりの評価が得られるという構造だ。ただし，そ

れで「食べられる」ということとは違う。 

邦楽では「食べていけない」 

・京都三曲協会でも，300人ほど会員がいる中で，尺八に限って言うと邦楽で食べていける

のは 3人くらいかと思う。倉橋義雄氏と三好莞山氏と岡田道明氏くらいだ。倉橋氏はお

父さんの代からの琴古(きんこ)流の系統の派の家元で，「尺八道場・無住庵」を運営して

いる。三好氏は都山(とざん)流で，おそらく京都では最も弟子の数が多い。岡田氏は琴

古流の継投で「京都創生座」のメンバーでもある。いずれもお弟子からの授業料と免状

代が経済基盤になっていると思われる。尺八の免状のシステムは，一般論で言うと，琴

古流の系統は独立した師匠が家元として免状を発行するが，都山流ではお茶・お花と同

じで間接的に「中間師匠」がたくさんいてそれぞれ授業料を取り，免状だけは家元から

出す。だから習っている人は家元の顔を見たことがない。そういう中間師匠のいる組織

はピラミッド構造でいくらでも組織を拡大していくことができる。ヤマハ音楽教室も基
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本は同じシステムになる。教えるのは本部が認定したいろんな人が教えるけれども，免

状は本部が出す。 

減り続ける邦楽人口 

・邦楽の演奏人口に関しては，尺八だけでも数えるのは難しい。各流派で財団や社団にし

ていたりして，その名簿を数えると全国で 2万人くらいではなかったか。そこには休眠

演奏者も含まれるが，全体の8割以上が60歳以上という高齢化状況にあった。(公財)都

山流尺八楽会が 4,800人，(公社)日本尺八連盟 1,500人，新都山流 1,000人弱，数十の

独立会派を持つ琴古流4,000人とか，すべて減り続けているという記事が，先々月の『邦

楽ジャーナル』に載っている。業界雑誌は別にして，邦楽系の一般的雑誌は今はこれし

か残っていない。だいぶ以前，邦楽業界の基礎調査として邦楽ジャーナル編集者などか

ら話を聞いたことがあり，その時に 2万人と言っていた。今はもっと減っているかも知

れない。『邦楽ジャーナル』が言う「邦楽」の定義は，三曲に津軽三味線と和太鼓を加え

たものが中心になる。あと長唄とか，俗に邦楽と言われるものも少し扱う。以前津軽三

味線と和太鼓の専門誌があったが，今はなくなったので『邦楽ジャーナル』が扱うよう

になった。和太鼓は小・中学生に人気があり演奏人口が増えた。和太鼓という楽器は伝

統楽器だが，今やっているのは音楽としては創作音楽で，伝統的なお囃子ではない。太

鼓の皮もカンカンに張って演奏する。スポーツ感覚で大きな音を出す。 

・雅楽も中心は東京。明治維新以降東京に移った。平安雅楽会とかいくつか団体があるが，

基本は趣味団体で，東儀さんとか演奏家はみんな東京にいる。ただ，楽器の製造所はい

くつか京都にあって，演奏家も京都に修理に出す。笙(しょう)などは年に 1回とかメン

テナンスがいるらしく，うちの客員教授をお願いしている東儀さんなどは，西大路御池

で「雅楽器博物館」をやっている山田楽器店に持ち込むらしい。雅楽器全般の製作・修

理をやっている。演奏家は東京芸大と宮内庁があるから東京になるが，楽器はまだ京都

と言える。 

「市民邦楽会」 

・行政との関わりでは，邦楽に関しては，「流派を超えて」が趣旨の京都三曲協会ができた

のは最近のことだ。昔の富井市長は実は尺八家で，当時中尾都山が戦後京都の船岡山に

引っ越してきて，富井さんはその一番弟子になった。だから「市民邦楽会」などもすん

なりできたように聞いている。もう亡くなったが富井市長の息子さんも本業は眼科医だ

が，やはり尺八をやっていて京都の三曲協会の結成を呼びかけたらしい。富井氏は初代

の会長になった。その後，小山菁山氏になり，今は小川帛山(はくざん)氏が会長だ。

「市民邦楽会」は京都三曲協会が請け負っているのではないか。もっと古くは「京都当

道会」という筝・三味線の団体があり，今は公益社団法人として免状も発行しているが，

京都で活動しておればいろんな流派の人が入れる。そこがあったから「市民邦楽会」が

すんなりできたのかも知れない。 

・例えば宮城道雄の宮城会なら，宮城会独自に免状を発行するのだが，そこの人も当道会
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に入っているし，もともと京都で独自の道を歩んでいた先生方も入っている珍しい組織

だと思う。個人のお師匠さんがたくさんバラバラでいたから，逆に全部を統合する組織

が必要という思惑があったのかも知れない。もともとは江戸時代まで「職屋敷」があり，

その盲人社会の統一組織が明治になって解体されて，どうやって食べていくかを考えた

のだと思う。大阪でも当道音楽会という同業者組合があり，免状とか月謝の価格とかを

取り決めていた。師匠のほうは免状を出さないと，稽古で教えるだけでは生活は成り立

たなかった。 

邦楽の国際フェスティバルを 

・尺八は虚無僧と結びつき，虚無僧寺は全国にあるが，今は虚無僧という仕事がない。年1

回，京都の東福寺の中の明暗寺(もともとの虚無僧寺ではないが)の大法要の折に，全国

の尺八演奏家が集まるのが大きなイベントになっている。プロもアマも玉石混交ではあ

るが…。名の通った演奏家も来る。 

・尺八などは海外にも一定の人気があるから，総合的な邦楽の「国際フェスティバル」を

やってはどうかと，以前提案したことがある。それを主宰するためには三曲協会などよ

りもっと大きな団体が必要で，それを行政がやってくれたら，邦楽の団体は素直に従う

と思う。大掛かりなことになると，邦楽団体同士足の引っ張り合いをやるのが常だ。「皆

同じように」という点。市民邦楽会でも，各団体に 1ステージずつ平等に割り当てると

いうものになっている。だからまさに玉石混交で，逆に，お付き合いで出るというとこ

ろもあるのではないか。 

・京都三曲協会は，毎年秋に「邦楽鑑賞会」をやるが，それはそれぞれの所属団体の中で

できる演奏家を選りすぐって小編成でやるから，聞きごたえのある演奏は聞ける。ただ，

広報もあまりやっていないと思うが，普通の人が聞きに行ってもマニアックすぎて理解

できないと言うか，聞きどころが分からないのではないか。流行りの洋楽を尺八で演奏

するとか，一般受けすることはやらない。市民邦楽会のワンランク上の演奏会はあって

良いと思うし，それが今「邦楽鑑賞会」になっているが，一般の人が聞いても面白くな

いと思う。京都文化という広い意味で考えた時，邦楽はマニアックな「おたく」の世界

だと感じる。その意味で，コスプレ等と同じ世界かなと思ったりする。 

町家でのアーティスト・イン・レジデンス 

・京都には町家がたくさんある。税金が払えず市のものになった町家もあると聞いた。そ

ういうのを開放してアーティスト・イン・レジデンスとしたらどうか。東京にいる家元

などに京都への移住を勧める。少し広めの部屋があれば御稽古もできる。町家に泊まり

たいという観光客は多いが，東京の家元にとって「京都は町家など文化の積み重ねがあ

って憧れの地であり，将来は住みたい」といったようなことを宮城道雄が何かの随筆に

書いていた。町家の建物自体を再生するのはいいことだが，和菓子を作って商売をして

いたり祭りを一緒にやったり…という町家文化まで含めて再生することが京都に必要だ

と思う。必ずしも邦楽でなくても西洋音楽でも演奏家を町家に住まわせ，音が町に流れ
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出しているようなイメージだ。町家まるごとでなくても２階が空いていればお稽古場と

して貸してあげたらいい。そんな試みをやっているところもあるが，密度としてまだ低

い。大きな音を出すのなら部屋を防音にしても良い。昔府庁前で和風小物屋さんを借り

た邦楽教室を手伝ったことがあるが，やっていると近所の子どもたちが覗いたりして，

いい雰囲気だった。行政はそういう活動を補助してくれたりしたらいいと思う。 

望まれる公共空間の開放 

・邦楽は大ホールでやるものではない。大ホール向きの楽器に演奏する人もいるが，もと

もとはそんな大きな音でなく，町家の２階から漏れ聞こえてきて快適だと思うような音

だ。だから，我々のほしいホールも大きなホールではなく，もっと小さな 50人から 100

人くらい収容の，使い勝手のいいスペースだ。神社の社務所でもいい。能舞台もいいが

借りると高い。芸術センターも都心にあっていいが，いわゆる「アーティスト」の活動

に偏っている気がする。隣のマンションに住む市民からすると，「何をやっているのだろ

う」という感じではないか。使いたいが申し込みが結構早目だから使えることはない。「制

作のための貸出」が謳い文句で半年とか長期間貸してくれるが，そうなるとダンスとか

芝居のような舞台芸術になる。邦楽はもっと気軽にできるところ，この大学の１階ロビ

ーは畳の間があって，御稽古の発表会などに結構使い勝手が良い。廃校になった元小学

校とか元中学校とかの公共空間に，ああいうのがたくさんあればいいと思う。例えば，

この近くの元下京中学校の校舎が市民大学院として構想されているが，その中の１階ロ

ビーの壁面が一面大屋石の快適な空間で，広さもあって，少し改造が必要かも知れない

が，ぜひ邦楽にも開放してほしいと思う。 

行政イベントは知名度重視 

・私の知っている京都の音楽家ユニオンは，ベラミで活動していた京都ジャズポップスオ

ーケストラと京響が母体となってできた労働組合で，日本音楽家ユニオンの関西地域本

部に属している。その中に京滋音楽協会があって，フリーの人の活動組織で，情報交換

や仕事の斡旋をし合ったり，仕事を踏み倒されたりしたときの肩代わりや訴訟代行をし

てくれる。行政がやる大きなイベントだと，結局代理店は東京から知名度の高い，しか

し少しは京都に縁のある演奏家を連れてくる。そのほうが行政も喜ぶ。2004年の「まな

びピア」の時は私も三曲協会として参加したが，メインステージは有名演奏家が中心で，

三曲協会は各流派から選ばれた演奏家が駆り出され，体育館で演奏した。 

邦楽継承のために 

・子どもに邦楽に触れさせる環境づくりとしては，だいぶ以前，国の外郭団体から補助金

をもらって「子ども伝統文化教室」をやった。その頃学校 5日制で子どもの居場所づく

りが叫ばれていたこともあり，修徳学区の文化協議会に頼まれて月２回土曜日にやった

ことがある。5年で打ち切られたが，そのあと下京の市の青少年活動センターに同じ申請

をしてもらい活動が受け継がれた。私もボランティアで教えるのに参加し，親子教室に
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したり，認定制度なども設けたりしたが，今はもうなくなったかも知れない。補助金が

途切れても会費制にして，親の世代が子どもを教える地域の邦楽サークルとして継続さ

れていけばいいと思った。京都三曲協会も取り組んでいて，毎夏に子ども教室を集中的

にやり，秋の市民邦楽会の折に 1ステージ設けて子どもたちの成果の発表の場にしてい

る。やはり邦楽を子どもに鑑賞させる場合にも，熟知した人の説明が重要だと思う。活

動を続けている年配の人たちも「お上手ですね」「難しい楽器されていますね」とか言わ

れてきたが，そのまま「難しい楽器だ」と子供に伝えても誰もやりたがらない。解説が

重要になると思う。サービス精神を出して子どもに親しみのある曲を演奏しても，意外

にヘタだと逆にやばいことになる。 

邦楽の育成機関を 

・三曲音楽が京都市の財産であると位置づけてくれるなら，その財産を維持するための仕

組みがあったらいいと思う。心配なのは，特定の流派の人が出てくるのが困る。京都芸

大には日本伝統音楽研究センターという附置研があるが，大学院や学部をつくって本格

的に邦楽の人材育成にも取り組むべきだと思う。京都市立なのだし…。京響があるのだ

し，昔あった邦楽演奏団体を再び作っても良い。そのためにも学部がいる。 

大学サークルは供給源 

・京都には大学がたくさんあって大学の邦楽サークルも多いから，プロ育成の重要な供給

源にはなっている。彼らには自由時間がたくさんあって武者修行ができる。いろんな流

派は学生だからというので受け入れたりする。京都の邦楽サークルは，私が学生だった

1970年代の初めころには「京都学生三曲連盟」が結成されたりして強かった。全国学生

邦楽シンポジウムを開催したり，それに合わせて演奏会を開いたりした。その当時，流

派に関係なく「学生邦楽」という 1つの運動体を形成していた。今も連盟はあるし，学

生同士のつながりは密だ。学生の時に邦楽楽器に入れ込んでそのまま家元に入門すると

か，昔はＮＨＫ邦楽育成会というのがあって，そういう団体に入るとかして，プロにな

っていった人は案外多い。絶対数は少ないかも知れないが，学生から京都の企業に就職

したりする人がいるからこそ，今も京都の邦楽界が維持されているとも言える。邦楽の

世界は完結しているから，そういう人がリスナーでもあり続ける。ＮＨＫの邦楽オーデ

ィションに通れば，演奏が放送されたりして 1つのステータスになり，履歴に書いたり

する。 
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ヒアリング記録(2) 有識者Ｂ氏 安田昌弘氏(京都精華大学准教授／文化社会学・    

ポピュラー音楽) 

若者文化の現在と公共の役割 

・ポピュラー音楽文化を支える若者に関しては，1960～70年代には政府や体制に対する不

信感というか，行政にやってもらうより自分たちで何もかもやるという志向が底辺にあ

ったが，今は逆に行政に場を設けてほしいというような若者が多いのではないかと思う。

いろんな説明ができるが，60～70年代の若者は世代間のつながりが強く，「僕たち対あい

つら」のような体制への対立構造をつくれた。しかし 80年代 90年代を通過すると，若

者はみんな，社会学で言う「タコツボ化」「島宇宙化」してしまい，だんだん他人とつな

がれなくなって，そういう自分に不安を抱くようになったような気がする。それは世間

に向かって唾を吐いていた時代の極北のようなもので，非常に個人化してしまった社会

が出現した上に，自分で何もかもできてしまうケータイのような機械が手許にあって，

家族4人一緒にいるけれどみんなバラバラなことを考えているような時代だ。たぶん「何

とかしてほしい」「何とかならないのか」と言う人が増えている気がする。自分は 60年

代後半に生まれたが，自分が若者だったころは，個性を大切にする社会が一番理想的だ

と思っていて，社会の慣習は邪魔臭いものだと思って突っ張っていた。要するに80年代

までの若者たちは，家族や地元とのしがらみから離れたいと言っていたのが，90年代以

降になって，個性尊重がわりと一般的な考え方になってくると，逆に首の皮 1枚で社会

とつながっている若者が増えている。彼らは，一人で社会に立ち向かうよりも，他人と

つながるための「フォーラム」のような場を設けたいと思っているのではないか。そう

いう場は「自分の自由を大切に尊重したい」とか言っている限りはできていかないので，

誰かが声掛けをしてつくる必要がある，そういうところに公共の役割があるのではない

かと思う。 

「裏を読む」笑いが人をつながれなくした 

・今テレビを見る若者が少なくなったと言われている現象も，そういう流れから説明でき

ると思う。自分は大学教員になってまだ 5年目だが，それまでずっと若者文化をリサー

チしてきた。うちの大学は他所とはかなり違うとは思うが，比較的元気な子が多い。頭

より手を動かすのが好きというか…。今の音楽やファッションを制作するポピュラーカ

ルチャー学部にいるが，去年までいた人文学部は芸術系の子と違い，高校の普通科の子

が入ってくるので，先生方の話を聞くと，総じて元気がなく意見を交わす対話力という

か，そういうことへの意欲が最初から削がれていると言う。ゼミとかでディスカッショ

ンするのも，ずいぶんおだてたりしないとうまく行かないらしい。市内の他の大学で教

えている先生に聞いても同じような事を言う。東大の北田暁大が『嗤う日本のナショナ

リズム』で書いている説明がしっくりくる。昔の笑いは反体制的な笑いがテレビに取り

込まれていって，80年代までは「8時だよ，全員集合」のようにプロという演じる側と
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我々見る側という視線がはっきりしていたのに，90年代の「ひょうきん族」くらいから，

最後にディレクターが出てきてＮＧの役者に罰を与えるというように，演じている向こ

う側にある「笑いの裏側」を客に見えるようにし，それを笑うようになった。テレビで

はそれがどんどんエスカレートしていく。テレビは若者の感受性にある程度影響を与え，

裏側を笑うことがくせになった。学校でもテレビが話題になり「裏を読む」笑い方が広

がっていく。80年代までは裏を読んで一緒に笑える僕たちと，向こう側という一線が画

されていたのが，だんだん裏を読んで笑うという姿勢だけが一人歩きして，島宇宙化が

加わると裏は読めるが，裏を読むことによって人とつながれなくなり，しかし，人とつ

ながりたいと思っている自分の裏を読まれるのが嫌なので…という永遠の悪循環に陥っ

てしまった。そういう若者が増えたように思う。 

東京志向から地元志向へ 

・若者たちは，大震災が象徴的なのだが，つながるきっかけを求めているというか，それ

によって一緒にやっていることを確認したいと思っているのではないだろうか。やりが

いを見つけるとか。それまでやりがいを求めることを素直に人前で表明することは嘲笑

の対象だった。勇気を出してそれを言える人がいなかったのに，東日本大震災をきっか

けにそれが変わり，正々堂々と言えるようになったのではないかと思う。関西から見て

いるので言えることかも知れないが…。そういう同調圧力のようなもの，波風立てずに

いい子にしていないといけないみたいなのが少しずつ崩れてきており，それはそれでい

いことだと思う。もちろん悪い面もあるとは思うが。そういうのは 80年代 90年代のバ

ブル期にあった極度の東京集中の流れで文化生産もみんな東京発信だったのが，だんだ

んカッコ良く東京へではなく，東京集中が脱中心化して，地方でのコンテンツづくりに

シフトしていることが，何か並行して進んでいるように見える。今話題の，例えばテレ

ビの朝ドラ「あまちゃん」の「地元へ帰ろう」とかが象徴的だと思う。あるいは，うち

の大学は市内の大学から比べても特殊かも知れないが，学生の卒業制作でも有機野菜を

作るという学生がいたりして，そういう空気は感じる。カッコいいこと見つけて東京に

行くというよりは，京都で自分にできることを何か見つけてコツコツ制作に打ち込んで

みようという志向がある。 

音楽文化を育てる土壌 

・確かに公的な芸術大学でも卒業してその分野で就職するのが難しいのに，まして私立の

大学だと推して知るべしだろう。ブルースもそうだが，京都で面白いことが始まっても，

いずれガバっと東京に取られてしまい，後の京都は真空状態になっていくということは，

今まで何回も繰り返されてきた。京都のブルースも拾得とか礫礫など蔵を改造した喫茶

店のような所でぼちぼち始まっていたのが，だんだん全国に広がっていく。京都はその

前から喫茶店文化があり「an.an」や「non-no」にも紹介されていて，その記事を読んで

京都で大学生になりたいという若者が全国から来る。もちろんシアンクレールに通って

いた高野悦子のような真面目な学生もいたのだが。人口の 1割くらいが大学生という京
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都で，毎年大学生は一定数入って来て入れ替わる。すると，考え方とか音楽文化も毎年

混じり合って面白いものが出てきて，それを育てる土壌が古い都市のはずなのに，古い

都市だからこそかも知れないが，京都にはちゃんとあって育っていく。お上が用意して

ここに生えてきて下さいという所には生えないが，別の所から別の形で生えてくる。そ

れが，京都という日本の中での特殊な位置のゆえに日本中に広がっていく。それがお金

になると分かると東京から手が伸びてきて根扱ぎにされてしまう。戦前は映画会社やレ

コード会社などもっと文化産業はあったのに，戦後は特にそういう構造になった。それ

をどうしたらいいのかという問題になると思う。 

音楽がもたらす一体感 

・京都では 1972，3年にブルースブームが起こり，同志社や立命館，京都産業大学には何

十組もブルースバンドがあり，どこへ行ってもブルースバンドのコンサートという状況

だったらしい。そのうち 3組くらいが頭角を現し，ブレイクダウン，ウエストロード・

ブルースバンド，憂歌団が出た。それが全部東京に行ってしまうが，3年くらいブームが

続き，大学生なので卒業してしまうので，地元に帰ったりしていつの間にか消えてしま

う。70年代後半にはブルースの旗を掲げる人がいなくなってしまう。そういう火を絶や

さないようにと意識的に続けるようになったのがここ10年くらいの事と思う。 

・今度の 10月 19日にラグというライブハウスで「京都ブルースヒストリア」というイベ

ントがある。自分もパネリストのような役で出ることになっている。去年からやってい

る試みだが，当時大学生や高校生だったアーティストで今も続けている人が中心になり

「ちゃんと過去を振り返ろう」と申し合わせて，演奏だけでなく当時の昔語りをやる。

以前からほぼ同じ時期に同じメンバーが集まって普通のパーティのようなことをやって

いたらしい。自分がいろんな人に聴取調査のようなことをやったのも理由の 1つかも知

れないが，自分たちの過去を振り返ってみたいということで去年から「ヒストリア」と

いうイベントになった。とにかく面白い話が出てくる。京都でも今は場所が限られてい

るので 20年来 30年来大学生の頃からカントリーやブルーグラスが好きだったシニア層

のファンが集まってくる。彼らはみんな顔なじみで「〇〇さん，最近肝臓を悪くした」

とか話している。すごい一体感がある。この曲のここになれば，こういう風に合いの手

を入れるとか。そういうのを見ると，とにかく音楽の力はすごいなと思う。 

音楽で人をつなぐ試み 

・うちの学生に 1人ギターのものすごくうまい子がいるが，彼はおじいちゃんの代からブ

ルーグラスをやっていると聞いた。人文学部の卒業ゼミをまだ持っているのだが，去年

から音楽を使って人と人をつなげる試みが何かできないかというプロジェクトをやって

いる。去年は一乗寺駅前曼殊院通りの商店街の中の，趣旨に賛同してもらった喫茶店 4

軒で音楽イベントをやった。各お店のイメージと大きさに合わせ音楽家を探してきて，

参加者が歩いて回って聞けるというものだ。一乗寺は若者や大学生が多いので，あまり

感じなかったのだが，今年，鞍馬口通り商店街でやろうとしている。この界隈は基本的
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には少子高齢化が進んでいる。以前自分も住んでいて近所の人とかを知っていて，やる

ことになった。商店街は，今社会学ではシャッター通りとかで注目されており，アート

マネジメントでも芸術を使って活性化するといった事例がある。そういうのと，地域に

住む高齢者が昔大学生の時によく聞いた音楽や感銘を受けた映画とかをきっかけに，今

まで話したことのない人同士とか，若者と高齢者とか人と人をつなごうというものだが，

そういうやり方はありだと思った。 

・鞍馬口商店街は，今若い人が好きそうな店とかもできていて，新しい大きなスーパーと，

外国人も来るような古い船岡温泉という銭湯もあったりする。しかし，地元の人たちは

すごく「おいてけぼり感」を感じている。学生たちは自分の好きな曲とかに留まってし

まうが，60歳以上の人が昔聞いていた曲をやってみようと言っても，なかなか手が届か

ない。大学のゼミというのでなく，自分で自主的にやろうとしたら，ギター1本でフォー

クを歌い，それが聞けるような場所を用意して，若者向きガイドブックに出てくるよう

な場所以外の所で音楽や文化を使って地元の空気を盛り上げることが考えられる。ブル

ースギタリストの西野やすしさんは伏見区出身で，彼の奥さんはブルースバンドもやっ

ているが，岡崎で音楽療法のＮＰОとして高齢者を集めて合唱を指導するなどもしてい

る。そういう活動とつなげていけるといいと思う。京都中から素人が集まって週 1回練

習して，いずれ大きなホールで発表できるとか。普通の合唱だけでなく，黒人音楽のク

ワイヤーとかもあれば面白い。音楽は演奏しても歌っても身体にいい。 

音楽文化のアーカイブ，展覧会 

・うちの大学の軽音サークルは 4人に 1人くらいが入っている。軽音楽は，大学という高

等教育機関の中でギター1本で歌うとかは低俗なので，「軽い」音楽と呼ばれるようにな

った。フォークソングは「フォーク研」と言うが，あれは民謡，フォルクロアを研究す

るサークルという名目で，そうしないと大学から正式な学生サークル団体として認めて

もらえなかったという経緯があるらしい。今はフォーク研も軽音もほとんど一緒だが。 

・京都はすごく豊かな音楽文化の蓄積がある。ポピュラーでもブルースでも。それをアー

カイブのような形にしていろんな人がアクセスできるようになればいいと思う。昔のア

ナログレコードの市民や演奏家のコレクターから譲り受けて保管して，どこかで聞ける。

あるいは著作権の問題はあるが，それをデジタル化しアーカイブをつくって，いつでも

市民がアクセスできるようにする。自分が留学していたイギリスのリバプールには，ポ

ピュラー音楽とそれをめぐるレコードとか雑誌とか服とか周辺文化を展示した博物館が

あり，ビートルズ以前にもアフリカから奴隷船が着く港，またタイタニックが出港した

港として，いろいろ混ざり合った音楽文化がある。そこからビートルズの土壌ができた

とされている。そういう展覧会を市内のどこかでやっても面白いと思う。カウンターカ

ルチャー的なものは手を出しにくいかも知れないが，誰かがまとめないとと思う。ロン

ドンの大英図書館の知り合いの司書が，イギリスのＥＭＩというレコード会社から 1950

年代，60年代の音源などの社内資料を借りてアーカイブとして整え提供した。それをき
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っかけに2008年に「1968年5月革命50周年」ということで，こぢんまりとだが当時を

振り返るというのをやっていた。資料の性質上そこに行かないと見られないし流せない

が，感銘を受けた。いろんな分析ができる史料だし，それを扱うのは政治的タブーとい

う話にはならない。京都でもそんなことができて，歴史的事実として風俗・文化を知る

資料になれば，京都に住む人にはプライドの軸になるし，京都に来る大学生にも刺激を

与える。ブルースの人たちは少しひねくれたところがあるが，彼らだけではないだろう

が，当時あさま山荘事件のあとでブームが起き，かなりあれで幻滅を感じたという話を

聞いた。反体制的であった彼らの攻撃対象がなくなったところで，虐げられた黒人の嘆

きを歌うブルースがはまったということだ。適切な時期に振り返ることをあまり日本で

はやっていない。 

世代をつないでコミュニティを豊かに 

・自分が調査をしながら感じたのは，40年前大学生の青春期に音楽に触れていたのがその

後いろんな理由があってあきらめたり，今も続けていたり…のいろんな人生があるのだ

が，みんな自分たちが頑張った時期のことが忘れ去られてしまうことに危機感を持って

いる。危機感と言うか，承認願望の 1つと言うか，話を聞いていると何となく話すこと

自体が癒しになっているように思えた。ライフヒストリー調査というある人の人生を産

まれた時から節目節目に添って話を聞くという社会学調査があるが，インタビューする

人とされる人との関係は単に情報を伝えるツールということを越えて，ヒーリングっぽ

いことがあると学術論文で指摘されている。それがあるからこそインタビューすべきと

いう話もある。誰にも話せないこと，誰も聞いてくれないことを話すということがあっ

たりするので，そういう展覧会をやることで「自分たちのやったことは間違っていなか

ったんだ」という何かが得られると，彼らは元気が出るのではないかと思う。博士論文

はラップ音楽をやっている人たちへのインタビューをやったが，みんなギラギラしてい

て上昇志向が強かった。あんまりしみじみしたインタビューはなかったが，ここ 2年く

らいの間の調査はいい感じで，枯れている人ばかりで面白い。インタビューが楽しくて

しようがない。同世代がいなくなり，当時の知っている人がいなくなって孫くらいにし

かしゃべる相手がいなくなる。そこに僕のような好事家が来て話を聞くと「先生，一刻

も早く本にして下さい」と言われ，ものすごいプレッシャーになる。「僕たちの思いをち

ゃんと残して下さい」と。そういう人を集めて音楽イベントとかをやると，味わい深い

ものになる。音楽は一般的に横の世代のつながりは強いが縦に弱いところがあるが，あ

る種の音楽は縦につながることができるので，そういうのを見つけてあげられればいい

と思う。近隣コミュニティも厚く豊かになると思う。 
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ヒアリング記録(3) 有識者Ｃ氏 (大学教授／西洋音楽史) 

京都のクラシック音楽界の変貌 

・ここ数年，僕はクラッシックでなくジャズに宗旨替えしたようになっていて，自分でも

キーボードをやっている。今日も今から大阪のサンケイホールに小曽根真を聴きに行く。

… 

・一応専門は西洋音楽になっているので，そこから発言させてもらうと，僕は長い間京都

という町はクラシック音楽に冷たい町だと思っていた。ただそれは決して悪いことでは

ないと思う。「あんな屁みたいな音楽がなんぼのもんじゃ…」と，京都に住んでいるとそ

ういう感覚になるし，それは決して間違っていない。当時クラシックが好きな人は大阪

のフェスティバルホールに聴きに行けば良かった。必然的に京都会館のクラシックの催

しは大変古ぼけていて，しかも不便な所にあって，音響もひどくて，おまけにそこでや

っている京響もひどかった。音楽家を公務員にしてしまうとこんなにもひどくなってし

まうという悪見本だった。だから京都がクラシックに冷たいのは当然だし，僕も京都の

ような所で大家面している連中とは付き合わんでいい，京都のクラシック界のような世

界からはかなり距離を置いて，東京の人とダイレクトで付き合えばいいと思っていた。 

・ところが，京都コンサートホールができたことと，何より大阪のクラシックの低調ぶり，

没落が状況を変えた。クラシックの状況はあからさまだ。尼崎(アルカイックホール)や京

都，びわこができて大阪のシンフォニーホールなんて誰も行かなくなった。何であんな福

島のような都市環境のひどいところに作ったのか不思議だ。今度フェスティバルホールは

莫大なお金をかけて新しくしたが，どうせまた赤字になるだろうし，大阪はどうしてあん

なに見栄っ張りなのか。そんなこんなで大半の外国人演奏家はあからさまに大阪を避けて

いる。京都にとってはこちらに吹いてくる風になる。おまけに大阪は 3つもオーケストラ

を持ちながら，お互いつぶし合っている。音楽に理解を示さない首長のもとで「自助努力

せえ」ばかり言われてたら楽団員もやる気がなくなるはずで，うまい人たちが京響とか他

のオーケストラに移っているのかも知れない。 

今や3本の指に入る京響 

・と言うのは，京響がかつてに比べるとめちゃめちゃうまくなっている。信じ難いほど，尋

常ではないうまさだ。このところ10回連続で定期演奏会の切符が取れない状態が続いてい

て，もはや日本で 3本の指に入るくらいではないか。これは，かつては批判された準公務

員で身分の安定した交響楽団であることが，このご時世に逆のいい方向に作用したと考え

られる。安心して音楽に専念できている。オーケストラは「なまもの」だから，何かある

とすぐ下手になったりもするのだが，京響に吹いているこのいい風はキープしないといけ

ない。そのためには東京に宣伝しないといけない。来年 3月京響の東京公演が予定されて

いるが，良くも悪くも日本の音楽界は東京のファンが動かしており，彼らは地方のオーケ

ストラでも聞きに行く。京響の人が言うには，最近は東京のファンが京響がうまくなった



32 

ことを聞きつけ，聴きに来る人も少しいたりするらしいのだが，まだまだ足りない。京響

がうまくなったことを京都の人が評価するだけでなく，東京にもっと宣伝しないといけな

い。要は，京響のうまさを固定しないといけないということだ。 

・もう 1つは，町のミュージックライフを考えたとき，ヨーロッパなどの都市は，オーケ

ストラは町のミュージックライフの中心だ。それは一番偉いという意味ではないが，規

模からして要になる。オーケストラが繁栄することで，他のいろんなジャンルの，例え

ば室内楽から子どもから外野で楽しむ人まで繁栄するのが理想だと思う。ただ，今の京

都の状態は京響だけがポツンと突出しているのだが，他にも波及するように，何らかの

音楽祭とかの目玉にすることは可能だと思う。クラシック以外のいろんな音楽の起爆剤

になってしかるべきだ。ウィーンやザルツブルクのように，例えばウィーンフィルを中

心に付随状況をつくっていく。今の「京都の秋音楽祭」などは有名外来のオケを呼んで

くるだけというのとは違う。それもあっていいが，あくまで外のオケはサブなわけで，

京響の演奏を連続プログラムで聴ける週間もあるといったことのほうが理想だと思う。 

室内楽の活性化と下部システム 

・京響がうまくなったのは，今は金沢へ行った井上道義さんが指揮者になったころから活

気が出てきた。ヘタやけども活気が出てちょっと面白そうで，われわれも行く気になっ

てきた。それからコンサートホールができたことと井上さんと，その 2つが基礎になっ

て京響はうまくなったのだと思う。きっと指揮者とオーケストラとの相性が良かったの

ではないか。絶対相性がある。井上さんは奇人変人と言われるが，京都の音楽界にはい

いことをしてくれた。金沢のオーケストラとホールはうまく行っていて，もはや金沢の

「顔」になっている。もともと金沢や京都は行ってみたい町だし，そこに魅力が加わっ

たのは大きいと思う。 

・京響は昔から巡回コンサートとかをやっていて，それはそれで重要な役割なのだが，こ

れは賛否両論あるとは思うが，あそこまでうまくなったオーケストラに小学校を巡回さ

せるのは可哀そうという気も少しする。もはやそういうレベルではない。それより京響

の中に室内楽グループをいくつか作って室内楽を活性化させるほうが良い。室内楽とい

うのは，要するに 1つのオーケストラをいくつかに切り分けることだから，数が稼げて

効率的だ。そういうのが街角的に(街角で演奏するとかのシステム，イベントとして)使

えればいいと思う。 

・音楽文化の底上げという意味では，例えばサッカーなんかでもＪリーグの下部組織に小

学生チームを持っていたりするが，京響は「小・中学生のための音楽鑑賞教室」で頑張

るだけでなく，下部の楽団に入れば京響のメンバーに教えてもらえるというようなシス

テムで裾野を広げていくことはできないかと思う。巡回コンサートだけではもったいな

い気がする。 

アマチュア音楽家のレベル向上 

・もう 1つは，裾野の話とは逆方向のようなことを言うと，僕らの世代から下のアマチュ
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ア音楽家のレベルの向上ぶりにはびっくりしている。例えば，私の出身の洛星高校のオ

ケなどはすごい。洛星とい特殊な学校ということと世代の問題両方があると思うが，洛

星のような学校に来る子は一部の裕福な家庭の子だろうが，そういう家庭でのクラシッ

ク文化の底上げのされ方，文化度というのはすごい。私の同級生などは弁理士をやりな

がらヴァイオリンも続けていて，近くの教会でベートーベンの弦楽四重奏を 3年かけて

全曲弾くとか言っている。聴きに行ったら素人とは思えないうまさだった。へたなプロ

よりモチベーションが高い分面白いし，本当に草の根クラシックファンのレベルは高い。

私の授業を聞きに来る工学部や法学部の学生や院生にも，ヴァイオリンとかオルガンと

か，すごく楽器のうまい子がいたりするのには驚いている。 

・昔だったら音大に行っていたかも知れないが，このご時世に音大行っても就職はないし，

勉強できるんやったら法学部行っとき…となっているに違いない。長い目で見たら，音

楽ができて東京芸大に行ってもおかしくないような子が，キャノンに就職したり弁護士

になったりしてアマチュアとして音楽を続けるほうが文化のためにはとてもいいことだ

と思う。ジャズなどのバンド文化と違ってクラシックは「プロがやるもの」というとこ

ろがある。高槻ジャズフェスティバルと同じことをやっても意味はないかも知れないけ

れども，アマチュアで室内楽をやっていて同じようなことをやりたいと言う人はいっぱ

いいる。 

夜のパフォーミングアーツを整理して打出す 

・最後に 1つ，観光的なことについて感じていることは，われわれは海外出張した時に，

夜必ずどんなオペラ，コンサートをやっているか調べる。ウィーンのような所なら至れ

りつくせりだ。ホテルにまでチケットを届けてくれたりする。ああいう感覚でいる旅行

者は多いはずで，ナイトライフにどんなコンサートをやっているか，調べないわけがな

い。ネットで調べてもないのかも知れないし，まして京響がこんなにうまいというのは

発信していないと思う。日本人も昼は神社仏閣と風景，夜は舞妓とレストランで接待す

ればいい，観光とは神社仏閣に行くことと思い込んでいる。海外の観光客も京都の夜に

能や歌舞伎，狂言など伝統芸能を見たいのと同時に，いつも聞いているクラシックを日

本の演奏家で聞きたくなることはあると思う。茂山狂言のような誇るべき伝統芸能も京

響のクラシックもない交ぜにして，「両方京都はレベルが高いですよ」ということを京都

の文化プログラムとして打ち出せば，対外イメージのアップにつながる。ぜひ観光ＰＲ

に組み込むべきだとかねてより思っている。確かに京都の夜のパフォーミングアーツは

整理して打出すべきだろう。 

・文化博物館でも時々面白いコンサートをやっているし，芸術センターもそうだが，面白

いのがあったと思うと学芸会のようなのがあったりしてレベルが一定していない。京響

をいくつかの室内楽グループに分けていろいろ外に活動していく。組み合わせ次第でい

ろいろもっと面白いことができる。 

・ただ，京都はライブハウスがひどい。文化も育たない。ライブハウスだけは大阪。サラ
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リーマン文化が根付いた町だから，アフターファイブ文化としてライブハウスが生き残

っている。サラリーマンが酒を飲みながらジャズを聴くというレベルは高い。京都はサ

ラリーマンの町でないから育たない。 

もう1つホームグランドを 

・それからコンサートホールとともに，京響にもう 1つくらいホームグランドがあってい

いと思う。シンフォニーはコンサートホールでやり，室内楽は文博の空間のようなホー

ルを拠点にして活動したら面白いと思う。若い人が育っていくような拠点。例えば，静

岡県は県立劇場(静岡芸術劇場)に専属の劇団「ＳＰＡＣ」を持っていて，劇団員が大変

面白い。演劇文化の発信基地になっている。 

・今は東京芸大にしろ京都芸大にしろ，芸大を出てすぐ海外に出て行くことが当たり前に

なっている。音楽を志す高校生は，昔のように無理やり東京芸大を目指さなくても，ほ

どほどに京都芸大に入っておいて海外に行くということだから，技術的にはそんなにレ

ベルは下がっていないと聞く。 

・底上げという意味では，まだ京都はうまく機能していると思う。子どもの時から音楽鑑

賞教室があってその上に堀川高校，芸大があるというのは，Ｊリーグに近いシステムだ

と思う。適正規模で一定数ある。京都出身の名演奏家は結構いる。 


